
令和 6 年 6 月 11 日 開催

【　利用状況： 令和 6 年 5 月 31 日 現在 】

看護小規模多機能型居宅介護登録者数 23 名 85 23 平均年齢 歳

月 名

月 名

月 名

月 名

【交流・行事の実施状況】

❏ お誕生日のお祝い

❏ 春のお花見　 ❏ レクリエーション：どら焼きパーティー

❏ 上中3区美化清掃参加（職員２名）、近隣店舗へお買い物ツアー　 ❏ 5/12（日）まち+とも健幸フェア開催（にのみやグループ主催）

【事故・苦情の状況】

●事故 12 件

（内容と対応）

○インシデント 13 件

◇苦情 0 件

【情報共有・その他】

　

【運営推進委員からの意見・助言、評価など】

　 次回の運営推進会議 令和 6 年 8 月 20 日 （火）

・転倒転落：10件　（レベルⅢ２件男性２名）　・点滴自己抜針：1件　・皮膚損傷：１件（レベルⅢ）

運営推進会議

出席者

利用者家族代表者　１名、地域住民代表者　2名（上中３区町内会長、民生委員）

地域包括支援センター1名（介護支援専門員）、知見を有する方1名この度都合により欠席（グループホームなごみの郷管理者）

転倒、転落について２名とも共通して、車いすから立ち上がろうとされ、車いすごとバランスを崩して転倒した。93歳男性は、後頭部を打撲し切傷あり。創傷処置について

は不織布ガーゼ、ステリテープ使用による軽微な処置と経過観察を要した。打撲後の意識レベルの変化はみられず、１週間程で創部は軽快した。

90歳男性については、経過観察を行い状態変化はみられなかった。

職員内で事故のふりかえりを行い、車いす乗車中の見守りや職員内で声かけ、車いすの選定について話し合った。事故の経過、対応方法については家族、主治医へ報

告し了承された。
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　・転倒転落関連　3件　・胃ろう交換前白湯注入１件

　・薬関連　2件（準備間違え）　　・送迎　1件（時間に遅れた）　・所在確認関連1件（3Fからお一人で帰ろうとし、送迎者に座っておられた）

　・食事　1件（制限ありとなしの主食が入れ替わっていることに気づけず、食してしまった）

　・器物破損

（内容と対応）ラシュールメゾンやすらぎに入居中の利用者。私物のTVの作動状況が悪いと連絡を受け、確認する際TVの転倒防止テープが、液晶画面に付き画面

破損。本人、家族へ発生状況を説明し、同製品を弁償することで了承された。

Ｒ６年度看護小規模多機能ホームやすらぎの理念と取り組みについて

「医療的ケアが必要な利用者・家族に対し、日常生活から看取りまで心をこめたケアを実践します」

理念に基づいて、職員一人ひとりが意識しながら取り組みます。

地域活動参加について

可部小学校区であり朝の見守りや定期的な清掃を行っていきたい

美化清掃について参加していただきありがとうございました。

町内会の行事開催については、地区により参加人数や年齢層に差があり上中３区では少人数であるため、神輿行事が大変。このように、地域行事参加していただける

と助かる。是非お声がけさせてください。

可部小学校区で約80名の子供たちが、やすらぎの前を通ります。利用者と一緒に挨拶や掃除すると互いにいきいきできる活動ではないか。

（近日検討し、定期的で継続できるよう職員内へ提案し検討を行う）

可部中学校の生徒の素行が最近悪いようで、ひふみ公園にゴミの投げ捨てが多い。ボール遊びをして大きな音を出すこともあり注意するものの、返事だけはするが現状は

変わらない。集会所前のお地蔵様の賽銭盗難（捕まった）など、

町内会でも問題が様々ある。

（当法人職員への発信を行い、見守りや連絡など協力していく）
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